A Study on the Present Condition and the Point at Issue of Deposit Insurance System in Japan by Fujita, Yasukazu
現代日本の金融システムにおける預金保険制度
(depOSit insurance system)の現状と問題点
経済学研究室   藤





お わ り に
は じ め に一―問題の所在――
ベスト・セラー『日本/権力構造の謎』(The Enigma of」apanese Power)によって,一躍わ



























I 金融 自由化の進展 と預金保険制度















対 象金融機 関 国内に本店のある銀行,信用金庫,信用組合および労働金庫 (合計
1,047金融機関)
被 保 険 預 金 預金,定期積金,金銭信託,貸付信託
被保険預金残高 52の色2,427億円 (平成 4年3月末現在)
保  瞼  料 前年度末の被保院預金残高の0,012%
責 任 準 備 金 6,963億円 (平成4年3月末現在)
保  瞼  金 預金者1人に対し最高1,000万円


















































































































































































































































































































22          insurance system)の現状と問題点
|      で恣意的に解決が図られてきたと言ってよい。最近では,住専問題や大和銀行の米国でおかした事




|      これらのことは金融自由化がいかに進展しようとも,金融に関する法,規制などは単純に金融機関|      の自主性や効率性という観点のみで,緩和していけるものではないということを示している。本稿
で考察した預金保険制度の改革も,この流れの中で位置づけなければならないであろう。
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